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２２
【
特
集
】
加
盟
組
合
「
夏
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催

　
　
　

（
宇
都
宮
大
学
、
信
州
大
学
、
福
井
大
学
）

３３

論
壇
「
鹿
児
島
が
世
界
に
誇
る
ブ
ラ
ン
ド

　
　
　
　

『
鹿
児
島
黒
牛
』
と
『
か
ご
し
ま
黒
豚
』

　

～
そ
の
遺
伝
的
特
徴
と
優
良
系
統
の
選
抜
に
つ
い
て
～
」

  　

鹿
児
島
大
学
共
同
獣
医
学
部
畜
産
学
科
教
授　

下
桐

猛

４４

単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

・
東
京
都
立
大
学

　

「
創
立
８０
年
を
迎
え
、

                      

多
様
な
職
場
の
声
を
つ
な
ぐ
」

・
奈
良
教
育
大
学
附
属
学
校
園

　

「
安
心
し
て
働
け
る
職
場
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」

を
全
て
消
化
し
て
な
お
様
々
な

理
由
か
ら
欠
勤
せ
ざ
る
を
得
な

い
職
員
へ
の
配
慮
か
ら
、
理
由

を
問
わ
ず
に
取
得
可
能
な
無
給

休
暇
を
新
設
す
る
と
し
て
い
ま

す
。
働
き
な
が
ら
長
期
療
養
が

必
要
な
場
合
な
ど
に
欠
勤
の
扱

い
と
せ
ず
に
休
め
る
よ
う
、
時

間
単
位
で
も
取
得
可
能
な
７
日

間
の
休
暇
が
設
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
６
年
に
骨
格
を
示
す

と
し
て
い
た
「
新
た
な
人
事
制

度
の
構
築
」
は
、
他
の
職
員
に

先
行
し
て
本
府
省
の
事
務
次
官

級
か
ら
課
長
級
ま
で
の
職
員

（
本
府
省
幹
部
職
員
等
）に
つ
い

て
年
功
的
な
要
素
を
排
除
し
た

職
務
・
職
責
を
よ
り
一
層
重
視

し
た
給
与
体
系
を
実
現
し
、
任

用
及
び
勤
務
時
間
制
度
に
つ
い

て
も
見
直
し
て
人
材
の
確
保
・

定
着
に
資
す
る
実
力
本
位
の
人

事
制
度
を
構
築
す
る
と
し
て
い

ま
す
。
本
府
省
幹
部
職
員
等
を

対
象
と
し
た
ポ
ス
ト
と
給
与
が

強
く
結
び
つ
い
た
シ
ン
プ
ル
な

構
成
の
俸
給
表
を
新
設
し
、
民

間
企
業
の
役
員
報
酬
に
関
す
る

調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
人
材
獲

得
競
争
の
中
で
見
劣
り
し
な
い

水
準
に
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
立
大
学
等（
国
公
立
大
学
、

大
学
共
同
利
用
機
関
、
国
立
高

専
）
で
は
、
国
家
公
務
員
の
給

与
水
準
を
賃
金
決
定
の
考
慮
事

項
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

国
立
大
学
等
の
事
務
・
技
術
職

員
給
与
の
水
準
は
国
家
公
務
員

の
水
準
に
届
い
て
い
ま
せ
ん
。

非
常
勤
職
員
へ
の
ボ
ー
ナ
ス
支

給
も
一
部
の
大
学
に
留
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
補
正
予
算
と
今
年

度
の
予
算
に
よ
る
運
営
費
交
付

金
の
増
額
を
も
っ
て
し
て
も
、

昨
年
の
人
勧
と
給
与
法
の
改
正

に
お
い
て
、
遡
及
を
含
め
た
完

全
準
拠
を
見
送
っ
た
大
学
が
約

25
大
学
に
も
な
り
ま
し
た
。
今

年
の
人
勧
も
全
体
的
な
引
上
げ

と
な
っ
て
お
り
、
大
学
の
財
務

状
況
に
影
響
が
大
き
く
お
よ
ぶ

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
交
渉

に
お
い
て
は
、
人
件
費
予
測
を

は
じ
め
財
務
状
況
に
つ
い
て
の

資
料
提
示
を
求
め
る
と
と
も

に
、
人
件
費
確
保
に
む
け
て
運

営
費
交
付
金
は
も
と
よ
り
外
部

資
金
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
財
源

を
最
大
限
有
効
に
活
用
す
る
こ
と

を
求
め
ま
し
ょ
う
。

　

人
事
院
は
、
公
務
全
体
で
優
秀

な
人
材
を
確
保
し
、
定
着
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
と
し
て
、
本
府
省
以

外
で
も
人
材
の
育
成
や
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
維
持
・
向
上
等
へ
の
配

慮
が
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
地
域

手
当
見
直
し
の
経
過
期
間
の
中
で

独
自
の
対
応
を
と
る
地
方
公
共
団

体
も
あ
る
な
か
で
、
国
立
大
学
の

人
材
確
保
は
私
立
大
学
や
国
家
公

務
員
、
地
方
公
共
団
体
と
の
競
争

に
お
い
て
難
し
い
状
況
に
あ
る
と

言
え
ま
す
。

　

昨
年
の
人
勧
で
は
昇
格
に
係
る

在
任
期
間
の
廃
止
が
あ
り
ま
し
た

が
、
国
立
大
学
等
で
は
法
人
化
以

前
よ
り
上
位
級
の
配
置
数
が
十
分

で
な
い
こ
と
や
、
退
職
金
が
特
殊

要
因
運
営
費
交
付
金
で
措
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
務
・
技
術

職
員
の
昇
任
・
昇
格
が
改
善
さ
れ

る
か
は
不
透
明
な
ま
ま
で
、
引
き

続
き
ポ
ス
ト
運
用
な
ど
に
つ
い
て

確
認
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
事
務
・
技
術
職

員
の
定
年
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

も
一
部
の
大
学
で
は
国
家
公
務
員

に
準
拠
せ
ず
再
雇
用
制
度
の
ま
ま

で
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
55
歳
で

の
昇
給
停
止
の
見
直
し
を
含
め

て
、
最
終
的
に
は
65
歳
定
年
へ
の

移
行
を
踏
ま
え
た
給
与
水
準
へ
の

見
直
し
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

私
た
ち
の
人
件
費
の
原
資
の
多

く
は
運
営
費
交
付
金
に
よ
り
賄
わ

れ
て
い
ま
す
。
外
部
資
金
で
は
中

長
期
的
な
対
応
は
難
し
く
、ま
た
、

大
学
や
分
野
の
特
性
か
ら
外
部
資

金
の
獲
得
が
難
し
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
物
価
と
賃
金
の
上
昇
が
つ

づ
い
て
い
る
状
況
に
あ
っ
て
、
運

営
費
交
付
金
の
充
実
と
安
定
が
よ

り
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０

２
６
骨
太
方
針
に
「
大
学
に
お
け

る
研
究
活
動
を
安
定
的
、
継
続
的

に
支
え
る
国
立
大
学
法
人
運
営
費

交
付
金
や
科
研
費
の
大
幅
な
拡
充

を
図
る
」
と
い
う
文
言
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
な
か
で
、
文
科
省
は

７
月
30
日
に
「
第
５
期
中
期
目
標

期
間
に
お
け
る
国
立
大
学
法
人
運

営
費
交
付
金
の
在
り
方
に
関
す
る

中
間
ま
と
め
」
を
公
表
し
ま
し
た
。

全
大
教
中
央
執
行
委
員
会
は
引
き

続
き
、
文
科
省
な
ど
関
係
各
所
に

対
し
て
国
立
大
学
等
の
安
定
的
な

基
盤
財
源
で
あ
る
運
営
費
交
付
金

の
拡
充
を
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

単
組
に
お
い
て
も
、
交
渉
な
ど
を

通
じ
て
大
学
執
行
部
に
対
し
て
運

営
費
交
付
金
の
拡
充
に
む
け
た
取

り
組
み
を
求
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

改
善
・
利
益
に
つ
い
て
は
国
家

公
務
員
に
遅
れ
を
と
る
こ
と
な
く

準
拠
を
求
め
、
不
利
益
変
更
に
は

経
過
措
置
や
代
償
措
置
を
求
め
、

引
き
続
き
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
の

改
善
や
私
立
大
学
と
の
差
の
解
消
、

給
与
お
よ
び
ボ
ー
ナ
ス
の
引
上
げ
、

労
働
条
件
全
般
の
改
善
を
目
指
し

て
交
渉
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
（
賃
金
労
働
部
長  

宮
本
政
明
）

　

全
大
教
中
央
執
行
委
員
会

は
７
月
29
日
、
筑
波
研
究
学

園
都
市
研
究
機
関
労
働
組
合

協
議
会
（
学
研
労
協
）、
日
本

国
家
公
務
員
労
働
組
合
連
合

会
（
国
公
労
連
）
と
共
同
で
、

国
立
大
学
法
人
等
の
運
営
費

交
付
金
の
拡
充
を
求
め
て
財

務
省
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

国
立
大
学
が
法
人
化
以

降
、
運
営
費
交
付
金
の
削
減

に
対
応
す
る
た
め
、
教
育
研

究
費
の
削
減
や
人
件
費
抑

制
、
教
員
の
後
任
不
補
充
、

外
部
資
金
・
競
争
的
資
金
の

獲
得
努
力
な
ど
を
続
け
て
き

た
も
の
の
、
こ
う
し
た
対
応

は
す
で
に
限
界
に
達
し
て
い

ま
す
。
教
育
研
究
の
高
度
化

や
社
会
的
役
割
の
拡
大
に
よ

っ
て
必
要
経
費
が
増
加
し
、

加
え
て
物
価
・
人
件
費
の
上

昇
が
大
学
財
政
を
大
き
く
圧

迫
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
部
資
金
や
競
争

的
資
金
は
重
要
な
財
源
で
は

あ
る
も
の
の
、
使
途
や
期
間

に
制
約
が
あ
り
、
教
職
員
の

安
定
的
な
雇
用
や
人
材
育
成
、

日
常
的
な
教
育
研
究
活
動
を

支
え
る
基
盤
的
経
費
の
代
替

と
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

大
学
現
場
で
は
人
事
凍
結

や
後
任
不
補
充
が
常
態
化

し
、
若
手
研
究
者
の
安
定
的

な
ポ
ス
ト
が
減
少
し
て
い
ま

す
。
研
究
費
不
足
か
ら
挑
戦

的
な
研
究
よ
り
も
研
究
費
採

択
可
能
性
の
高
い
研
究
が
選

択
さ
れ
る
状
況
が
あ
り
、
研

究
費
申
請
業
務
の
増
加
に
よ

っ
て
研
究
時
間
も
圧
迫
さ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
必
要

科
目
の
維
持
や
学
生
の
学
会

参
加
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

支
援
、
設
備
更
新
の
遅
れ
に

よ
る
研
究
へ
の
支
障
が
生
じ

て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
補
正
予
算
や
今
年

度
当
初
予
算
で
物
価
・
人
件

費
上
昇
へ
対
応
す
る
た
め
の

運
営
費
交
付
金
の
増
額
措
置

が
行
わ
れ
、
一
定
の
効
果
が

あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
大

学
で
は
依
然
と
し
て
人
事
院

勧
告
に
準
拠
し
た
給
与
改
定

へ
の
対
応
が
困
難
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
解
決

し
、
教
育
研
究
を
維
持
・
発

展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
人
件

費
や
光
熱
水
費
、
教
育
研
究

費
な
ど
を
支
え
る
運
営
費
交

付
金
の
継
続
的
か
つ
安
定
的

な
拡
充
が
不
可
欠
で
あ
り
、

今
、
教
育
研
究
の
現
場
が
最

も
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
で

も
あ
り
ま
す
。
大
学
が
持
続

的
に
教
育
研
究
活
動
を
展
開

し
、
様
々
な
期
待
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
運
営
費

交
付
金
の
継
続
的
な
拡
充
を

要
望
し
ま
し
た
。

　
　
　
（
書
記
長　

永
井
信
）

　

人
事
院
は
８
月
７
日
、
職
種

別
民
間
給
与
実
態
調
査
の
結
果

か
ら
、
国
家
公
務
員
の
給
与
を

３
・
51
％（　
　

，０
５
６
円
）、

初
任
給
付
近
で
９
，
５
０
０
円

を
引
き
上
げ
る
勧
告
を
行
い
ま

し
た
。
期
末
・
勤
勉
手
当
に
つ

い
て
も
０
・
05
月
分
引
上
げ
て

ボ
ー
ナ
ス
を
年
４
・
65
カ
月
か

ら
４
・
70
カ
月
と
し
ま
し
た
。

俸
給
表
の
改
定
は
平
均
で
３
・

３
％
引
上
げ
て
全
て
の
職
員
で

改
善
し
、
中
高
齢
層
に
お
い
て

も
昨
年
に
続
い
て
約
３
％
引
上

げ
ま
し
た
。
再
任
用
職
員
に
つ

い
て
も
民
間
の
再
雇
用
者
の
状

況
を
踏
ま
え
て
行
政
職
㈠
で
平

均
改
定
率
８
・
５
％
を
引
上
げ

ま
し
た
。

　

ま
た
「
転
勤
に
伴
う
経
済
的

な
負
担
の
軽
減
等
に
関
す
る
手

当
」
と
し
て
、
広
域
異
動
手
当

の
支
給
割
合
を
引
上
げ
る
ほ

か
、２
０
２
７
年
４
月
よ
り「
転

居
を
伴
う
転
勤
を
行
っ
た
職
員

を
広
く
対
象
と
す
る
手
当
（
距

離
区
分
に
応
じ
て
手
当
額
を
設

定
）」
を
新
設
す
る
と
し
て
い
ま

す
。

　

年
次
休
暇
や
病
気
休
暇
な
ど

１
５


